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令和 3年度以降の国士舘大学入学者選抜について 

 

 

 

国士舘大学では、文部科学省「平成 33年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告

について（通知）」を踏まえ、令和 3年度以降の国士舘大学入学者選抜について、以下のと

おり実施いたします。 

 

 

1.入試区分・名称 

現行（令和 2年度入試まで） 変更後（令和 3年度入試以降） 

区分 名称 区分 名称 

一般入試 前期入試 

デリバリー入試 

中期入試 

後期入試 

C 方式入試（大学入試センター

試験利用） 

一般選抜 前期選抜 

デリバリー選抜 

中期選抜 

後期選抜 

大学入学共通テスト利用選抜 

推薦入試 内部推薦選考 

指定校推薦選考 

一般公募制推薦選考 

スポーツ・武道選考 

学校推薦型選抜 内部推薦選抜 

指定校推薦選抜 

一般公募制推薦選抜 

 

AO 入試 AO 入試 総合型選抜 AO 選抜 

スポーツ・武道選抜 

 

 

2.令和 3年度試験日程等 

【総合型選抜（AO選抜Ⅰ期）】 

出願期間：10月 2日～10月 9 日 

試験日：10 月 24 日 

合格発表日：11 月 2 日 



 

【内部推薦選抜・指定校推薦選抜・一般公募制選抜・スポーツ・武道選抜Ⅰ期】 

 出願期間：11 月 2 日～11 月 9 日 

 試験日：11月 20 日、11 月 21 日（区分・学部等により異なる） 

合格発表日：12 月 1 日 

 

【一般選抜・その他入試選抜】 

 現行に準じて実施する予定です。日程公表は令和 2年 3月頃の予定です。 

 

 

3.一般選抜 

【前期、デリバリー、中期、後期】 

・試験科目「英語」において、「読む」「聞く」「話す」「書く」の 4 技能評価に努め、英語

外部試験を活用します。活用方法は本学独自問題による「英語」の得点に CEFR 基準段階別

に点数化し加点します。 

・試験科目に「書類審査」を追加し、調査書の活用を図ります。 

 

【大学入学共通テスト利用選抜】 

・大学入学共通テストを利用した選抜を実施します。本学独自試験は実施しません。 

・「国語」及び「数学」の記述式問題は選抜に利用します。「国語」の記述式問題は段階表

示の成績を点数化し、マーク式問題の点数に加点します。「数学」の記述式問題はマーク式

問題と同様に配点されますので、得点をそのまま利用します。 

・「英語（リーディング・リスリング）」について大学入学共通テストの得点を利用します。

英語外部試験は利用しません。 

・試験科目に「書類審査」を追加し、調査書の活用を図ります。 

 

※記載事項以外の実施内容等の詳細は決定し次第、公表いたします。 

 

 

4.学校推薦型選抜 

 小論文、面接又は口頭試問、書類審査（調査書、推薦書、学修計画書等）により選抜を

行います。 

 入学予定者全員を対象とした入学前教育を充実させます。 

 

※記載事項以外の実施内容等の詳細は決定し次第、公表いたします。 

 



 

5.総合型選抜 

 小論文、面接又は口頭試問、書類審査（調査書、出願基準証明書、学修計画書、スポー

ツ活動調書等）により選抜を行います。 

 入学予定者（年内実施分）を対象とした入学前教育を充実させます。 

 

※記載事項以外の実施内容等の詳細は決定し次第、公表いたします。 

 

 

6.主体性等評価について 

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を評価するため、「調査書」「学修計

画書」等や出願時に主体性・多様性・協働性に関する経験の記入等の活用を検討していま

す。令和 3 年度入学者選抜では一般選抜における得点化は行わず、アドミッション・ポリ

シーとの適合性の確認や、入学後の教育指導等に活用します。 

 

 

7.大学入試英語成績提供システムの利用方法等について 

①英語資格・検定試験を利用します。 

②英語成績提供システムを利用します。 

③英語成績提供システムが提供する成績の利用方法は点数化して加点します。 

④利用するシステム参加試験の種類は、大学入試センターが認定した全試験利用します。 

⑤システムが提供する２回の成績の利用方法は、CEFR の段階別評価やスコアの良い方の成

績を利用します。 

 

 

 

※今回の公表内容は 2019 年 3 月 23 日付の公表内容を一部変更しております。また、今後

も内容を変更する場合がございます。変更が生じた場合は、随時本学ホームページにて

お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 


